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庄武孝義 ･川本 芳 ･平井啓久
研究概要
A)ニホンザルの集団迫伝学的研究
庄武孝義 ･川本 芳
ニホンザルの血液蛋白変異やミトコンドリア
DI叫の変異を検索し､群内､群間の迫伝的変異性
を定虫する｡得られたデータをもとに統計的検討
を加えニホンザルの繁殖構造 ･種分化の解明をめ
ざす｡
B)Macaca屈サルの系統的相互関係
川本 芳 ･庄武孝義
ニホンザルを含むMacaca属サル各種から材料を
採集し､前項A)と同一の方法によって種内･種
問の迫伝的変異性を定量化し､それら種間の遺伝
的分化 ･系統的関係を検討している｡
C)ヒヒ頬の種分化に関する集団遺伝学的研究
庄武孝義 ･Gq'aBelayl)
-95年度は文部省科学研究費により､エチオピア
のセミエン山岳地符でゲラダヒヒの繁殖集団の大
きさを調べるため奥地の分布調査を行った｡また､
南エチオピア高原でゲラダヒヒの捕墳調査を行
い.48頭分の試料を収集した｡
D)サバンナモンキーの集団遺伝学的研究
嶋田 誠l)･庄武孝義
エチオピア中央部を流れるアワツシュ川の川辺
林に生息するサバンナモンキー (グリベットモン
キー)cb'wp'thecusae血L'opsaeLhL'opsの集団構造を
調べるために､約600kmにわたる範囲の10集団の
比較研究をしている｡-95年嘆は血中蛋白質の多型
座位検索の結果を統計処理し､ミトコンドリア
DNAの変異を標識とした研究を始めた｡
E)家畜化現象と家畜系統史の研究
庄武孝義 ･川本 芳
在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ
て､家畜化現象そのものの集団退伝学的解明と､
各種家畜の集団間遺伝分化､系統的相互関係の解
明を行いつつある｡'95年度はH.RADが械構改革で
ILRIとなり共同研究継続の確約をJICAより得た｡
また､中国雲南省における調査結果をまとめ公表
した｡
F)霊長類の染色体進化に関する分子細胞迫伝学
的研究 -
.平井啓久 ･川本 芳
1)ニホンザルY染色体の特異的DNAを採取する
目的で､染色体顕微切断法を導入した｡A)マイ
クロマニピュレーターによる染色体の掻き採り~､
B).PFRによる染色体断片のDNA増幅､C)蛍光
分子雑種形成法 (FISH)による増幅DNAの位田
特定の主要3行程を経て､彩色プローブの作製に
成功した｡PCR増幅は､ニホンザルY染色体の場
合､-掻きの断片で十分な産物が得られること､
ならびにPCRの施行ごとに異なる産物が得られる
ことが明らかになった｡
平井啓久
2)各種霊長類の染色体分化の足跡を辿る一手段
として,セントロメア (アルホイドDNA)および
テロメア配列の局在部位からの推測を行ってい
る｡その際､従来のFISH法よりも迅速且つ鋭敏な
~PRimedINsitu(PRINS)法を利用した｡これは､
スライドグラス上の染色体DNAを直接鋳型にし
て､特定プライマーの反応によって､特異的塩基
配列の物理的位置を検出するものである｡今回は､
ニホンザル.チンパンジー､および住血吸虫の染
色体において､かなり顕著なシグナルを得た｡
1)大学院生
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